
　
当
機
構
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
よ
り
開

発
を
進
め
て
き
た
医
療
の
質
と
経
営
に
関
す

る
取
り
組
み
を
、
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
認

定
病
院
を
対
象
に
「
医
療
の
質
・
経
営
向
上

支
援
事
業
」
と
し
て
事
業
化
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
当
事
業
の
概
要

を
紹
介
す
る
。

一
、
医
療
の
質
・
経
営
向
上
支
援
事
業

の
ね
ら
い

　
当
機
構
は
、
医
療
の
質
・
安
全
の
向
上
と

信
頼
で
き
る
医
療
の
確
保
の
た
め
に
、
病
院

機
能
評
価
を
始
め
、
医
療
事
故
情
報
収
集
等

事
業
や
Ｅ
Ｂ
Ｍ
医
療
情
報
事
業
、
認
定
病
院

患
者
安
全
推
進
事
業
な
ど
の
各
種
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ

重
要
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
が
、
医
療
機

関
の
活
動
全
体
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
組
織

運
営
の
方
針
・
手
順
の
整
備
と
遵
守
、
集
積

さ
れ
た
医
療
事
故
情
報
の
還
元
に
よ
る
医
療

安
全
の
向
上
、
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
情

報
提
供
に
よ
る
臨
床
プ
ロ
セ
ス
の
向
上
な

ど
、
個
別
の
要
素
技
術
の
充
実
に
焦
点
を
当

て
た
も
の
と
い
え
る
。
本
来
は
、
個
別
要
素

の
充
実
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が
全
体
と
し
て

う
ま
く
組
み
合
わ
さ
れ
、
良
質
な
医
療
を
効

果
的
・
効
率
的
・
継
続
的
に
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
様
々
な
質
向
上
の
施
策
を
実
施
す

る
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
質
向
上
が

将
来
的
に
は
財
務
的
な
数
値
に
も
好
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
け
る
よ
う
、
中
長
期
的
な
時
間

展
開
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

医
療
の
質
向
上
の
た
め
に
は
安
定
し
た
経
営

基
盤
や
健
全
な
経
営
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
い
う
経
営
と
は
、
単
に
Ｐ
／
Ｌ
、

Ｂ
／
Ｓ
等
の
数
値
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、

人
・
組
織
の
成
長
、
シ
ス
テ
ム
・
プ
ロ
セ
ス

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
医
療
の
成
果
と
し
て
の

医
療
の
質
や
患
者
満
足
、
お
よ
び
財
務
的
な

成
果
な
ど
を
含
ん
だ
総
合
的
な
概
念
で
あ

る
。
こ
れ
を
当
機
構
で
は「
医
療
の
質
・
経
営
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
病
院
機
能

評
価
認
定
病
院
を
対
象
に
、
医
療
の
質
・
経

営
の
向
上
を
第
三
者
的
に
支
援
す
る
事
業
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
当
事
業
に
よ
る
支
援
を
通
じ
て
、
各
病
院

が
医
療
の
質
の
向
上
と
財
務
的
成
果
の
好
循

環
に
よ
り
安
定
し
た
経
営
基
盤
を
確
保
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
事
業
に
よ
り
得

ら
れ
た
知
見
を
全
国
の
病
院
に
還
元
し
、
質

の
高
い
医
療
の
提
供
が
将
来
さ
ら
に
促
進
さ

れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

二
、
事
業
の
概
要
と
構
成

　
当
事
業
は
大
き
く
二
つ
の
支
援
業
務
で
構

成
さ
れ
る
。

①
調
査
・
提
言
業
務

　
医
療
の
質
・
経
営
に
関
す
る
実
務
経
験
豊

富
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
病
院
経
営
経
験
者（
医

師
）、
病
院
の
質
管
理
・
経
営
管
理
等
に
精

通
し
た
者
、
病
院
財
務
に
精
通
し
た
者
等
）

が
チ
ー
ム
と
な
り
、
関
連
情
報
の
分
析
や
病

院
幹
部
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
、

医
療
の
質
・
経
営
の
課
題
を
抽
出
す
る
。
そ

し
て
三
〜
五
年
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し

て
、
ど
の
よ
う
に
打
ち
手
を
展
開
し
て
い
け

ば
よ
い
か
提
言
す
る
。

②
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
業
務

　
調
査
・
提
言
業
務
終
了
後
、
専
門
家
が
定

期
的
に
病
院
を
訪
問
し
、
医
療
の
質
・
経
営

向
上
の
具
体
的
支
援
（
行
動
計
画
の
共
同
作

成
、
技
術
的
指
導
、
進
捗
状
況
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
等
）
を
行
う
。

三
、
質
・
経
営
評
価
モ
デ
ル
に
つ
い
て

　
当
事
業
で
は
、
医
療
の
質
・
経
営
の
状
況

を
捉
え
る
た
め
に
、
以
下
の
モ
デ
ル
を
開
発

し
た
（
図
一
）。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
病
院

活
動
を
七
つ
の
領
域
が
相
互
に
影
響
し
あ
う

関
係
の
総
体
と
し
て
動
的
に
捉
え
て
い
る
。

た
だ
し
、
病
院
の
置
か
れ
た
地
域
環
境
や
医

療
の
質
・
経
営
に
関
す
る
課
題
は
多
様
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
病
院
機
能
評
価
と
は
異
な
り
、

外
的
基
準
を
当
て

は
め
て
医
療
の
質

や
経
営
状
況
の
適

否
を
判
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。

四
、
事
業
の
主

な
流
れ
と
特
徴

　
当
事
業
は
、
図

二
の
よ
う
に
、
医

療
の
質
・
経
営
相

談
会
か
ら
始
ま

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
　
企
画
部

四
月
か
ら

「
医
療
の
質
・
経
営
向
上
支
援
事
業
」
ス
タ
ー
ト

り
、
調
査
・
提
言
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
へ
と

つ
な
が
る
一
連
の
流
れ
で
実
施
す
る
。

　
医
療
の
質
・
経
営
相
談
会
は
、
当
事
業
の

入
口
に
当
た
る
も
の
で
、
医
療
の
質
・
経
営

に
関
し
て
病
院
が
認
識
し
て
い
る
課
題
を
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
聞
き
取
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
相
談
会
自
体
は
無
料
で
あ
る
。
そ

の
後
、
関
連
す
る
資
料
・
デ
ー
タ
の
提
出
を

受
け
る
。

　
調
査
・
提
言
業
務
で
は
、
病
院
が
提
出
し
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200 床以上
200床未満
基本コース※
追加訪問を
希望する場合

5,250,000 円（税込み）
3,150,000 円（税込み）
3,150,000 円／年（税込み）
1回の追加訪問につき
42,000 円（税込み）＋旅費交通費

調査・提言

フォローアップ

※基本コースには、専門家の定期訪問（月 2回）のほか、機構アドバイザーチームからの
　専門的助言、参考情報の提供などを含む。

医療の質・経営向上支援事業価格体系

た
関
連
情
報
の
分
析
に
基
づ
い
て
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
現
地
調
査
を
行
う
。
そ
し
て
、
前
述

の
「
質
・
経
営
評
価
モ
デ
ル
」
に
沿
っ
て
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
繰
り
返
し
、
加
え
て
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
経
験
に
基
づ
い
た
質
問
に
よ
っ
て
問

題
点
を
深
堀
り
し
な
が
ら
、
医
療
の
質
・
経

営
の
中
核
的
な
課
題
を
抽
出
す
る
と
い
う
手

法
を
と
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
昨
年
度
実
施
し
た

試
行
調
査
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
病
院
幹
部
や

部
門
管
理
者
に
深
い
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
内

省
）
を
促
す
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
問
い
か
け
に
答
え
て
い
く

こ
と
で
「
今
ま
で
漠
然
と
感
じ
て
い
た
課
題

が
明
確
に
な
っ
た
」「
今
後
の
方
針
に
関
す

る
具
体
的
な
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
」
な
ど
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
医
療
の
質
・
経
営
の
課
題

に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
相
談
相
手
の
い
な

か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
今
後
は
当
事
業

の
利
用
に
よ
っ
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
よ
き

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
機
能
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
業
務
で
は
、
病
院
側
の

推
進
責
任
者
と
当
機
構
が
共
同
で
具
体
案
を

検
討
し
、
行
動
計
画
を
策
定
す
る
。
そ
し
て

病
院
職
員
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
確
実
に
実

行
さ
れ
る
よ
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
。

病
院
の
実
情
に
よ
り
専
門
家
に
よ
る
定
期
訪

問
の
頻
度
を
柔
軟
に
設
定
で
き
る
な
ど
、
現

場
に
合
わ
せ
た
運
用
と
し
て
お
り
、
継
続
的
・

支
援
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
目
指
し
て
い
る
。

　
本
来
、
医
療
の
質
向
上
の
た
め
の
健
全
な

経
営
を
目
指
す
に
は
、
院
内
に
〝
経
営
企
画

部
門
〞
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
専
任
の
担

当
者
を
中
心
に
戦
略
を
企
画
・
立
案
し
、
実

行
に
移
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
場
合
、
専
任
者
の
人
件
費
が

か
か
る
し
、
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
教
育

す
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
点
、
当
事

業
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
人
件
費

や
教
育
費
を
か
け
て
取
り
組
む
よ
り
も
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
コ
ス
ト
で
医
療
の
質
・
経

営
の
向
上
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
当
事
業
は
、
三
〜
五
年
後
の
あ
る
べ
き
姿

に
向
け
て
、
そ
の
実
現
を
支
援
す
る
仕
組
み

で
あ
る
が
、
万
能
な
わ
け
で
は
な
い
。

　
例
え
ば
、
目
先
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
目
先

の
増
収
策
を
知
り
た
い
と
い
う
場
合
に
は
、

他
の
手
段
の
方
が
コ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
医

師
・
看
護
師
等
を
紹
介
し
て
欲
し
い
と
か
、

資
金
調
達
を
し
た
い
な
ど
、
外
部
市
場
か
ら

の
リ
ソ
ー
ス
調
達
と
い
う
要
望
に
は
応
え
ら

れ
な
い
。

　
一
方
、
医
療
の
質
・
経
営
の
現
状
に
漠
然

と
し
た
行
き
詰
ま
り
感
が
あ
っ
た
り
、
今
後
、

自
院
が
進
む
べ
き
方
向
性
が
あ
い
ま
い
で
効

果
的
な
打
ち
手
が
打
て
な
い
、
な
ど
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
場
合
に
は
、
当
事
業
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
大
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
医
療
の
質
・
経
営
向
上
支
援
事
業
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
先
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
公
財
）
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
　
企
画
部

　
電
話
：〇
三―

五
二
一
七―

二
三
三
五

は
じ
め
に

　
掲
載
し
た
表
一
、
二
が
示
す
「
医
師
（
勤

務
医
）
の
労
働
時
間
・
宿
直
に
関
す
る
デ
ー

タ
」（
表
一
）
と
「
看
護
職
員
の
労
働
時
間
、

夜
勤
に
関
す
る
デ
ー
タ
」（
表
二
）
を
ど
の

よ
う
に
見
る
か
は
別
と
し
て
、
近
年
、
高
度

な
医
療
の
普
及
や
高
齢
者
の
増
加
を
は
じ
め

と
す
る
患
者
増
、
さ
ら
に
患
者
の
権
利
の
尊

重
や
安
全
性
の
確
保
は
、
現
場
の
医
師
や
看

護
職
員
な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
ゆ
だ
ね
ら
れ

て
い
る
状
況
が
、
長
い
間
慢
性
的
に
続
い
て

い
ま
す
。

　
特
に
、
入
院
患
者
や
救
急
患
者
へ
の
対
応

な
ど
心
身
の
緊
張
を
伴
う
長
時
間
労
働
や
当

直
、
夜
勤
・
交
代
勤
務
な
ど
は
、
そ
の
厳
し

い
勤
務
環
境
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
が
健
康
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
整
備
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

「
雇
用
の
質
」
向
上
へ

　
　
　
　
　
　
厚
労
省
が
報
告
、
公
表

　
こ
う
し
た
中
で
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
医

師
、看
護
職
員
、薬
剤
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
に
、
省
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
け
て
医
療
分
野
の
「
雇
用
の
質
」
向

上
に
つ
な
が
る
対
応
案
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
来
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
度
、
厚
生
労
働
省
の
「
医

療
分
野
の
『
雇
用
の
質
』
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
八
日
、

医
療
分
野
の
勤
務
環
境
改
善
に
向
け
た
今
後

の
基
本
方
針
と
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
ま

と
め
た
報
告
書
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
以
下
、
今
回
の
報
告
書
の
概
要
を
紹
介
し

ま
す
が
、
厚
労
省
と
し
て
は
、
今
回
の
報
告

書
を
通
し
て
、

一
、
医
療
機
関
の
勤
務
環
境
の
改
善
を
真
に

実
効
性
の
あ
る
形
で
進
め
る
た
め
に
は
、
行

政
、
教
育
、
医
療
機
関
の
管
理
者
、
現
場
ス

タ
ッ
フ
は
も
と
よ
り
、
そ
の
支
援
を
行
う

様
々
な
専
門
家
な
ど
多
様
な
関
係
者
が
共
通

の
目
標
を
持
ち
な
が
ら
「
連
携
」
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

二
、ま
た
、こ
う
し
た
様
々
な
関
係
者
が
「
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
安
全
と
健
康
は
、
患
者
の
安

全
と
健
康
を
守
る
」
と
い
う
認
識
を
広
く
共

有
し
て
、
人
材
の
育
成
を
含
め
た
各
々
の
取

り
組
み
に
当
た
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
、

三
、
そ
の
た
め
に
、
今
後
は
、
今
回
の
報
告

を
具
体
化
し
て
行
く
に
当
た
っ
て
は
、
幅
広

く
関
係
者
ら
と
の
意
見
交
換
し
な
が
ら
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
基
本
方
針

　
雇
用
の
質
向
上
に
は
、「
良
質
な
人
材
の

確
保
と
定
着
」
が
不
可
欠
と
し
て
、
人
材
の

図二「医療の質・経営向上支援事業」の流れ

相談申込み
▽

医療の質・経営相談会
▼

1. 契約
▽

2. 関連情報の提出
▽

3. 現地調査
▽

4. 中間状況報告
▽

5. 結果報告会
▼

6. 支援内容の検討
▽

7. 契約
▽

8. フォローアップ
○ 行動計画の策定
○ 専門家の定期訪問による支援
○ 機構からの情報提供　　等

調
査
・
提
言

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

契約

結果報告
約 4.5 ヶ月

〜

現地調査

結果報告
約 3ヶ月

〜

厚
生
労
働
省

医
療
分
野
の
「
雇
用
の
質
」
向
上

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
報
告
に
つ
い
て

　̶

平
成
二
十
六
年
度
の
全
国
展
開
を
目
指
し
て―
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16 時間
未満
12.3%

16～17時間未満
54.2%

17～18時間未満
30.8%

18時間以上
2.8%

夜勤の拘束時間　2交代制（変則を含む）

20～40
時間未満
5.7%

40～60
時間未満
46.2%

60～80
時間未満
30.0%

80時間
以上
10.0%

20時間
未満
8.2%

なし
32.6%

通常どおり勤務
86.2%

午前勤務
午後休み
9.8%

その他
1.5%

1日休み
2.5%

1～2回
34.8%

3～4回
21.8%

5～6回
7.9%

7回以上
2.9%

宿直翌日の勤務体制

週あたりの全労働時間
（平均：53.2 時間）

主たる勤務先での宿直回数

（表一） 医師（勤務医）の労働時間、
宿直に関するデータ
（平成 24年独立行政法人労働政策研究
 ・研修機構「勤務医の就労実態と
 意識に関する調査」）

（表二） 看護職員の労働時間、夜勤に関するデータ
（平成 22年日本看護協会「病院看護職の夜勤・交代制勤務等実態調査」）

10 時間未満
36.3%

4回
32.0%

5回
31.6%

2回
5.8%

1回 1.5%
7回
2.5% 8回

以上
5.3%

6回
10.9%

3回
10.5%

20～30
時間未満
15.4%

50～60
時間未満
1.8%

60時間
以上
3.0%40～50

時間未満
5.1%

30～40
時間未満
7.9%

10～20時間未満
30.5%

時間外労働時間
（平均16.8 時間／月） 月当たり夜勤時間

（2交代制）

募
集
・
採
用
、
労
務
管
理
、
医
療
経
営
、
両

立
支
援
な
ど
を
多
面
的
か
つ
重
層
的
な
連
携

を
念
頭
に
お
い
た
、
取
り
組
を
進
め
る
こ
と

や
、
経
営
基
盤
の
弱
い
中
小
規
模
の
病
院
を

含
む
医
療
機
関
の
経
営
に
役
立
つ
改
善
策
を

検
討
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
医
師
会
や
病
院
団
体
、
看
護
協
会

な
ど
の
関
連
団
体
と
、
中
央
レ
ベ
ル
だ
け
で

な
く
地
域
レ
ベ
ル
で
も
密
接
に
連
携
し
て
取

り
組
む
方
針
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
、
行
政
が
医
療

機
関
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
の
解
決
を
実
質

的
に
支
援
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
は
厚

労
省
内
の
各
部
局
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
来

た
事
業
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
役
所
の

〝
縦
割
り
〞
を
超
え
て
取
り
組
む
姿
勢
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。

当
面
の
取
り
組
み
の

　
　
　
　
　
　
　
方
針
と
具
体
策

　

ま
ず
、
医
療
機
関
に
は
、
医
療
機
関
の
責

任
者
が
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
て
「
雇
用

の
質
」
向
上
に
取
り
組
む
た
め
の
自
主
性
な

勤
務
環
境
改
善
活
動
を
促
進
す
る
シ
ス
テ
ム

（
仮
称
「
雇
用
の
質
」
向
上
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
）
を
構
築
し
て
、
そ
の
た
め
に
医

療
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実

情
に
合
っ
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
す
た
め
の
参

考
と
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
分
野
の
ほ

か
労
務
管
理
の
有
識
者
を

集
め
て
、
関
係
団
体
と
も

連
携
し
な
が
ら
労
働
時
間

や
休
暇
、
安
全
衛
生
面
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
な
ど
、

働
き
や
す
い
環
境
整
備
に

つ
い
て
検
証
し
な
が
ら
、

各
医
療
機
関
の
判
断
で
適

切
な
改
善
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
方
向
性
を
ま
と
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
行
政
に
よ
る
医

療
機
関
へ
の
支
援
で
は
、

大
き
く
「
各
医
療
機
関
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
マ
ン
パ

ワ
ー
確
保
の
支
援
や
労
務

管
理
・
経
営
・
医
療
雇
用

関
連
制
度
の
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
支

援
」「
医
療
分
野
の
雇
用
の
質
向
上
の
た
め

の
専
門
的
人
材
育
成
」
そ
し
て
「
地
域
全
体

と
し
て
抱
え
る
医
療
分
野
の
雇
用
に
関
す
る

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
推
進
」
の
三
つ
を
支
援
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

医
療
機
関
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
と
し

て
は
、
具
体
的
に
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
の
連
携
な
ど
公
的
職
業
紹
介
機

関
で
の
看
護
職
員
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の
強

化
」「
短
時
間
正
社
員
制
度
の
活
用
を
促
進

す
る
た
め
の
支
援
事
業
」「
医
療
機
関
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
職
場
環
境
整
備
へ
の
公
的
支

援
（
補
助
）
制
度
の
活
用
」
な
ど
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
掲
載
し
て
お
り
ま
す
イ
ラ
ス
ト（
図

一
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
医
療
機
関
に
は
、「『
雇

用
の
質
』
向
上
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
柱
に
、
継
続
的
に
勤
務
環
境
に
つ

い
て
検
討
す
る
委
員
会
の
設
置
を
促
し
な
が

ら
、
医
療
機
関
を
支
援
す
る
窓
口
を
全
国
各

地
域
に
整
備
し
て
行
く
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
以
降
の

　
　
　
　
　
　
全
国
展
開
を
目
指
し
て

　

厚
労
省
は
、
平
成
二
十
五
年
度
内
（
本
年

度
内
）
に
「『
雇
用
の
質
』
向
上
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
て
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
全
国

展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
医
療
機
関
内
へ
の
設
置
を

促
す
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
考
え
方

や
地
域
の
窓
口
と
連
携
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
も
ま
と
め
る
方
針
で
す
。

　
平
成
二
十
五
年
度
前
半
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
作
成
し
て
、
平
成
二
十
五
年
内

（図一） 医療分野の「雇用の質」向上プロジェクトチーム報告 【ポイント】より抜粋

マンパワー確保の支援 
①医療スタッフ相互・補助職等の連携の推進 
②公的職業紹介における看護職員の
　マッチング機能の強化 
③短時間正社員制度の活用促進 

ワンストップの外部専門家チーム支援
医療労働専門相談員 など関係機関の連携を
強化し、医療機関等に対するワンストップの
相談支援体制に向けて取り組む

活用できるデータベース構築
医療機関等の先進的な好事例

ガイドラインなどを 
参考に改善計画を策定

平成 25年 1月～「雇用の質」向上マネジメントシステムの具体化に向けた調査研究 

各医療機関等の取り組み

現状の評価

課題の抽出

改善方針の決定

医療機関等の責任者や
スタッフが集まり協議 項目 現状・課題 改善方針

…… …………… …………

改善計画

「雇用の質」向上マネジメントシステム

Plan
Do

Act
Check

行政による医療機関への支援

計画策定
取組の実施

定期的な評価
更なる
　改善
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に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
活
用

し
た
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
上
で
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
完
成
さ
せ
る
計
画
で
す
。

ま
と
め

　
国
民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
質
の
高
い
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
医
療
分
野

の
勤
務
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

医
療
に
携
わ
る
人
材
の
定
着
・
育
成
を
図
る

こ
と
は
不
可
欠
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
自
ら
の
医
療
機
関
の
勤

務
環
境
の
現
状
を
確
認
し
て
、
そ
の
現
状
に

合
わ
せ
て
取
り
組
む
べ
き
改
善
事
項
を
決
定

し
て
、
着
実
に
無
理
な
く
実
施
し
て
行
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
今
回
の
医
療
分
野
の
「
雇

用
の
質
」
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
報

告
は
、
非
常
に
興
味
あ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　社会保障制度改革国民会議は、平成 24年 8月に成立した社会保
障制度改革推進法に基づいて、社会保障制度改革を行うために設け
られました。
　現在まで 6回開催され「医療・介護」においても、医療と介護の
あり方、地域における医療と介護、医療・介護サービス提供体制、
保険制度のあり方、地域保険・高齢者医療制度等、医療現場に係る
内容についても議論されております。
　慢性期医療委員会では、国民会議の委員として参加されています
宮武剛 氏に過去 6回の審議内容も含め医療提供の在り方について
ご講演いただきます。
　これからの高齢化社会に医療がどのように取り組むべきか参考に
していただける講演会になるものと考えております。関係各位のご
参加をお待ちいたします。

　　　　　　　　　　　　　　記

　開催日　平成 25年 5月 13日（月）　
　　　　　午後 6時 30分～ 8時 30分
　会　場　東医健保会館（JR・信濃町駅　徒歩 5分）
　テーマ　「社会保障制度改革国民会議の中での
　　　　　  医療提供の在り方」（仮題）
　講　師　宮武　剛 氏
　　　　　（目白大学大学院生涯福祉研究科　客員教授）
　会　費　会　員　3,000 円　非会員　6,000 円
　定　員　先着 100 名
　　　　　（定員になり次第締め切らせていただきます）

　【連絡先】東京都病院協会　事務局 
　　　　　　TEL 03-5217-0896

慢性期医療委員会講演会のご案内
主題 「社会保障制度改革国民会議の中での医療提供の在り方」

　当協会の組織整備に伴い、去る
4月 1日、新しい事務局長として
古角末廣が就任することになりま
した。　同氏は、銀行の出身です。
　今後ともよろしくお願いします。

新事務局長就任のお知らせ新事務局長就任のお知らせ

新事務局長　古角 末廣

四
月
九
日

第
一
回
　
総
務
・
経
理
委
員
会

・
四
月
度
理
事
会
議
題
に
つ
い
て

四
月
十
五
日

第
一
回
　
急
性
期
医
療
委
員
会

・
本
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

四
月
十
九
日

看
護
管
理
部
会

・
本
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

診
療
情
報
管
理
委
員
会

・
新
年
度
勉
強
会
活
動
予
定
に
つ
い
て

四
月
二
十
五
日

第
一
回
　
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会

・
会
報
一
九
二
号
の
反
省
と

　
　
会
報
一
九
三
号
の
企
画
立
案
に
つ
い
て

会
務
日
誌
・
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
四
月
）

こかど
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